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3月

定例会は
年に4回

12月

6月9月

⇒ 詳細は12ページへ

▲ 宇都宮アート＆スポーツ専門学校
　 芸術デザイン科　２年　長谷川 苺奈さん　作

❷
❹

12
10

定例会の概要
ここがききたい！一般質問
議会の取り組み
常任委員会の主な審査
議会のニュース

　冬の宇都宮駅での
イルミネーションの
風景をイメージして
制作いただいた作品
です。

作品テーマ
『宇都宮の
　　　冬の景色』

❾
▲制作者の長谷川 苺奈さん▲制作者の長谷川 苺奈さん
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採決結
果はこ

ちら

採決結
果はこ

ちら

※「会派」とは、自分たちの意見を効果的に
　市政に反映させるために、所属政党に限
　らず、理念を同じくする議員によって作ら
　れた団体のことをいいます。

定例会の概要

定例会の日程と概要

定例会の概要

注目の議案注目の議案注目の議案
宇都宮市保育所条例の一部改正
宇都宮市東部総合公園条例の一部改正

軌道整備事業の実施

・東部総合公園の利用者へのサービス向上及び効果的な管理運営が図られる
 よう、利用料金制度の導入等をするもの

◀議員ごとの
　賛否はこちら

　市議会ホームページで、生放送と議会中継
の録画配信が見られます！
　詳しい討論の内容は、下記の二次元コード
からご覧ください。

◀詳しくはこちらから

本会議の採決結果

　本市議会には９会派あります。
　本紙内では、会派名を（）内の略称で表記
しています。
・自由民主党議員会（自民党）19人
・市民連合（市民連合）8人　　　
・公明党議員会（公明党）6人
・清風クラブ（清風）3人　
・日本共産党宇都宮市議員団（共産党）3人
・うつのみや維新（維新）3人
・未来への架け橋（未来）1人
・緑の地球（緑）1人
・参政党　政治参加を促す会（参政党）1人

会派の構成

全会一致で決定した案件全会一致で決定した案件

討論を行った会派討論を行った会派

令和7年12月定例会を開催令和7年12月定例会を開催令和7年12月定例会を開催 　　　　　　　　　・会派の賛否が分かれた案件については議案・陳情・議員案番号を表記
・本会議での態度を賛成・採択は「○」、反対・不採択は「●」、除斥は「除」と表記
・「※」は賛成6人・退席2人

⇒  11ページ

⇒  10ページ

【議案第107号】7年度一般会計補正予算（第3号）

市
長
提
出
議
案

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決

採択

不採択

不採択

不採択

【議案第117号】宇都宮市個人番号の利用等に関する条例の一部改正
【議案第176号】市道路線の認定
【議案第121号】宇都宮市子ども・子育て支援法施行条例の一部改正
【議案第122号】宇都宮市保育所条例の一部改正
【議案第172号】財産の無償譲渡（東浦保育園の施設設備）
【議案第127号】宇都宮市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例
の一部改正
【議案第170号】指定管理者の指定（南図書館）
【議案第174号】軌道整備事業の実施
【議案第177号】軌道運送高度化実施計画の認定申請に係る道路管理者の意見
【議案第128号】宇都宮市東部総合公園条例の一部改正
【議案第167号】指定管理者の指定（市営雀宮駅東口駐車場ほか10施設）
【議案第168号】指定管理者の指定（市営住宅）
【議案第175号】財産の取得（LRT車両用車輪）
【議案第178号】宇都宮市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
【陳情第48号】「外国人による日本の土地購入を規制する法律」の制定を求める意見書提出に関
する陳情
【陳情第49号】「全ての公務員の任用に国籍条項を定める法律」の制定を求める意見書提出に
関する陳情
【陳情第51号】次世代型路面電車（LRT）西側延伸の「軌道運送高度化実施計画」申請のこの
時期、費用対効果（費用便益比）の再調査と現在の路線バスとLRTの利便性の比較調査、及び
ドライバー不足対応等の自動運転バスの実証実験の早期実施を求める陳情
【陳情第53号】介護報酬および障害福祉サービス等報酬の臨時改定にむけて国への意見書提出
を求める陳情
【陳情第54号】保育等の公定価格の見直しにむけて国への意見書提出を求める陳情
【議員案第10号】保坂栄次議員に対する議員辞職勧告決議
【議員案第12号】外国人及び外国法人による不動産取得を制限する法整備を求める意見書

陳
　  

情

議
員
案

維

新

自
民
党

結
果

市
民
連
合

公
明
党

未

来
緑

参
政
党

清

風

共
産
党

可決

不採択

可決

可決

市
長
提
出
議
案

陳
情
委
員
会
案
議
員
案

オリオンスクエアでの行政情報の放映手法についての陳情
市街地の路上喫煙防止とゴミのポイ捨てについて改善を求める陳情
宇都宮市内の小・中学校における「いじめ」をなくす取り組みに関する陳情

宇都宮市議会会議規則の一部改正

人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申
診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス等報酬及び保育等の公定価格の改定等を求める意見書

7年度特別会計補正予算（国民健康保険（第1号）、介護保険（第2号）、母子父子寡婦福祉資金
貸付事業（第1号）、後期高齢者医療（第2号）、競輪（第2号）、育英事業（第1号））
7年度事業会計補正予算（水道（第1号）、下水道（第2号））
7年度一般会計補正予算（第4号）
条例の一部改正（宇都宮市職員の特殊勤務手当に関する条例、宇都宮市コミュニティセンター
条例、宇都宮市印鑑条例及び宇都宮市職員の退職手当に関する条例、宇都宮市営駐車場
条例、宇都宮市中央卸売市場業務条例、宇都宮市体育施設条例、宇都宮市文化財展示施
設条例、宇都宮市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例、宇都宮市火災予防
条例、宇都宮市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例、宇都宮市農業集落排水処
理施設条例）
条例の制定（児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部改正に伴う関係条例の
整備に関する条例、災害時等における給水装置等の工事を施行するための関係条例の整備
に関する条例）
宇都宮都市計画事業宇都宮駅東第3土地区画整理事業施行条例の廃止
指定管理者の指定（中央・東・西・簗瀬・西原・昭和・錦・宮の原・峰・泉が丘・石井・御幸・城東・陽東・
御幸が原・富士見・明保・陽南・陽光・戸祭・宝木各地域コミュニティセンター、宿郷コミュニティセン
ター、夜間休日救急診療所、市営中央駐車場ほか2施設、バンバ市民広場、河内農業構造改善
センター、宮サイクルステーション、河内総合運動公園ほか8施設、宇都宮美術館及びうつのみや
文化の森、うつのみや遺跡の広場、旧篠原家住宅、篠井農産加工所、八幡山公園）
栃木県市町村総合事務組合規約の一部変更に係る協議
財産の取得（北西部地域体育施設整備本体事業用地）

◇議案第107号、127号、174号、176号、177号、178号　
◇議員案第10号　　　　　　◇陳情第51号　

◇議案第177号　　　　　　 ◇陳情第51号　
◇陳情第49号　

会派名

緑

未来
参政党

議案や陳情ごとの賛否

採
決

採
決

本 会 議
[ 開 会 ] 提

案

11月28日

・市長が補正予算案や条例の一部改正案などの議案を説明
議案の提案理由説明

常任委員会
(総務、子ども教育)

議案の審査

議案・陳情の審査

審
査12月19日

⇒  4～8ページ

質
疑

本 会 議
［一般質問］

議員が質問　
・20名の議員が議案についての質疑と
 あわせて、市政全般について質問し、
 市長などが回答

12月4・5・8・9日 提
案

提
案

本 会 議

議案の提案理由説明
・市長が指定管理者の指定に
 ついての議案を説明

12月9日

常任委員会
(総務、厚生、子ども教育、
環境経済、建設)

・各常任委員会で所管ごとに詳しい説明を受け、審査
・委員会としての可否を決定

審
査

12月11日

⇒   11ページ

分野に分けて、
５つの常任委員会を
常時設置しています。

・議案第179号について、
 執行部から詳しい説明を
 受け、審査
・委員会としての可否を決定

⇒   10・11ページ

委員会案の採決
・宇都宮市議会会議規則の一部改正を可決

12月19日 議案の提案理由説明
・市長が補正予算案の議案
 （議案第179号）を説明
議案・陳情・議員案の採決
・保坂栄次議員に対する辞職勧告決議
 （議員案）を可決
・各常任委員会委員長が審査結果を報告
・議案・陳情・議員案について反対の討論
・議案・陳情・議員案の可否を決定
・議員派遣を決定

本 会 議
[ 閉 会 ]

採決結果の表記

会派の賛否が分かれた案件会派の賛否が分かれた案件

結果

◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ● ● ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ● ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ● ● ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯

● ● ● ● ● ● ● ● ◯

● ● ● ● ◯ ● ◯ ◯ ●

● ◯ ● ● ◯ ● ◯ ◯ ◯

◯ ※ ◯ ◯ ● ◯ 除 ● ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ● ◯

反 対⇒
反 対⇒

反 対⇒ 不採択に反対⇒
不採択に反対⇒

不採択に反対⇒
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ここがききたい!　一般質問各議員記事の二次元コードから一般質問動画をご覧になれます

　
全
国
で
導
入
が
進
む
宿
泊
税
に
つ
い
て
、
市
も
早

期
に
検
討
し
、導
入
す
べ
き
で
は
。

　
現
在
、導
入
効
果
な
ど
に
つ
い
て
情
報
収
集
に
努
め

て
お
り
、今
後
は
、庁
内
検
討
チ
ー
ム
を
７
年
度
内
に
設

置
し
、観
光
関
係
団
体
や
宿
泊
事
業
者
な
ど
の
意
見
も

伺
い
な
が
ら
、導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。 （
市
長
）

　
夜
間
休
日
救
急
診
療
所
に
つ
い
て
、
変
わ
り
ゆ
く

時
代
に
合
わ
せ
、二
次
救
急
医
療
機
関
と
併
設
し
、高

度
な
医
療
設
備
を
共
同
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

形
で
あ
り
、
一
次
救
急
の
枠
を
超
え
た
診
療
を
行
う

こ
と
で
、市
民
の
安
心
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

今
後
の
診
療
所
の
在
り
方
に
つ
い
て
聞
く
。

　
二
次
救
急
医
療
機
関
と
の
併
設
や
高
度
な
医
療
設

備
の
共
同
利
用
な
ど
も
含
め
た
、
多
角
的
な
視
点
か

ら
の
将
来
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
市
医
師
会
な

ど
の
関
係
団
体
や
医
療
機
関
と
意
見
交
換
を
行
う
場

の
設
置
に
向
け
、検
討
し
て
い
く
。（
保
健
福
祉
部
長
）

　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
地
区
整
備
基
本
計
画
の

策
定
に
当
た
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、

137
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。こ
れ
ら
の
貴
重
な
意

見
を
権
利
者
や
民
間
事
業
者
な
ど
と
共
有
し
、
官
民

一
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後

事
業
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、魅
力
あ
る
駅
前
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で
、

広
島
駅
南
口
広
場
の
再
整
備
の
よ
う
に
、
事
業
に
対

す
る
市
民
理
解
の
促
進
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
の

取
り
組
み
は
大
変
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
「
雨
に
濡
れ
ず
に
乗

り
換
え
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
な
ど
多
く

の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、今
後
、駅
前

広
場
の
詳
細
な
設
計
に
当
た
り
、
引
き
続
き
地
元
自

治
会
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
や
交
通
事
業
者
、

福
祉
団
体
な
ど
と
の
議
論
を
官
民
一
体
で
進
め
て
い

く
中
で
、こ
う
し
た
意
見
も
活
か
し
て
い
く
。

　
今
後
、駅
前
広
場
の
整
備
に
向
け
、市
民
が
将
来
の

駅
前
広
場
に
夢
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
完
成
イ
メ
ー

ジ
、段
階
的
な
工
事
の
進
め
方
、工
事
中
の
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
等
の
乗
降
場
所
な
ど
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す

い
立
体
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
活
用
し
た
情

報
発
信
や
、
駅
前
広
場
の
使
い
方
や
し
つ
ら
え
な
ど

に
つ
い
て
利
用
者
の
声
を
整
備
に
反
映
で
き
る
社
会

実
験
の
活
用
の
検
討
な
ど
、市
民
が
利
用
し
や
す
く
、

に
ぎ
わ
い
や
交
流
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
魅
力
あ
る

駅
前
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。　　
　

 

（
市
長
）

　
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
と
の
包
括

連
携
協
定
を
ど
の
よ
う
に
運
用
し
、
そ
の
効
果
を
市

民
生
活
へ
ど
の
よ
う
に
還
元
し
て
い
く
の
か
。

　
協
定
に
掲
げ
た
連
携
事
業
は
、
市
が
目
指
す
ス
ー

パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
な
ど
に
寄
与
す
る
こ

と
か
ら
、
連
携
を
密
に
図
り
な
が
ら
着
実
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、絶
え
ず
磨
き
上
げ
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、「
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
活
用
に
よ
る
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
な
ど
の
連
携
事
業
を
着
実
に

推
進
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
や
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
ほ
か
、双
方
の
強
み
を
生
か
し
、新

た
な
連
携
事
業
を
創
出
す
る
な
ど
、
効
果
を
最
大
限

に
発
揮
し
、市
民
生
活
に
還
元
し
て
い
く
。　
（
市
長
）

　
今
後
、
自
治
会
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
た
支
援

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
新
規
加
入
者
を
含
め
た
自
治
会
内
の
親
睦
・
交
流

を
深
め
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
や
、
地
域
イ
ベ
ン
ト

会
場
の
設
営
等
を
外
部
委
託
す
る
際
の
支
援
な
ど
、

単
位
自
治
会
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
活
用
で
き
る

新
た
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。　　
　

 

（
市
長
）

　
公
共
工
事
に
携
わ
る
民
間
の
若
手
技
術
者
の
表
彰

制
度
の
創
設
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
建
設
事
業
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
も
の
と

な
る
よ
う
、
担
い
手
の
確
保
や
技
術
者
の
育
成
に
向

け
、若
手
技
術
者
を
対
象
と
す
る
表
彰
制
度
を
、他
自

治
体
な
ど
を
参
考
に
し
、
建
設
業
界
団
体
と
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。　 

（
建
設
部
長
）

熊
本
　
和
夫

（
自
民
党
）

質問時間
50分
代表質問

高
橋
　
英
樹

（
市
民
連
合
）

質問時間
70分
代表質問

舟
本
　
肇

（
自
民
党
）

質問時間
60分

　
高
齢
者
外
出
支
援
事
業
の
福
祉
ポ
イ
ン
ト
を
タ
ク

シ
ー
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
。

　
タ
ク
シ
ー
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
拡
充
を
図
る
こ

と
と
し
た
。実
施
手
法
に
つ
い
て
は
、他
市
の
事
例
な

ど
幅
広
く
情
報
収
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

今
後
は
、
７
年
度
中
に
実
施
手
法
な
ど
を
決
定
し
、

導
入
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
。 　
　
（
市
長
）

　
様
々
な
困
難
を
抱
え
た
若
者
の
自
立
支
援
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
、今
後
ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　
青
少
年
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
総
合
的
な

相
談
支
援
を
行
っ
て
お
り
、６
年
度
か
ら
、市
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
協
力
で
仕
事
体
験
の
機
会
を
設
け

た
ほ
か
、２
月
に
は
新
た
に
会
社
見
学
を
実
施
す
る
。

今
後
は
、協
力
事
業
者
の
拡
充
や
、就
労
に
つ
な
が
る

資
格
取
得
の
支
援
も
含
め
、
若
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。　　
　

 

（
市
長
）

成
島
　
隆
裕

（
公
明
党
）

質問時間
50分
代表質問

※ 高齢者外出支援事業 ： 高齢者の外出促進などを目的に、バスなどの乗車運賃として利用できる福祉ポイントの付与などを行う事業

※
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Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
延
伸
に
お
い
て
、

特
許
取
得
の
暁
に
は
、
東
武
宇
都
宮
駅
前
停
留
場
ま

で
の
部
分
開
業
に
つ
い
て
も
議
論
を
重
ね
、
軌
道
運

送
高
度
化
実
施
計
画
の
変
更
申
請
も
前
向
き
に
検
討

し
、早
期
開
業
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

　
本
計
画
は
、
２
０
３
６
年
３
月
の
全
線
開
業
に
向

け
て
策
定
・
申
請
し
た
も
の
で
、
現
在
、
国
に
お
い

て
審
査
中
で
あ
り
、
変
更
申
請
に
つ
い
て
言
及
す
る

段
階
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。　　

 

（
建
設
部
長
）

　
現
在
休
業
中
の
宇
都
宮
美
術
館
内
レ
ス
ト
ラ
ン
に

つ
い
て
、選
考
方
法
や
許
可
条
件
な
ど
を
見
直
し
、早

期
に
事
業
者
を
選
定
し
、再
開
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

対
策
と
今
後
の
予
定
は
。

　
美
術
館
の
指
定
管
理
者
と
連
携
し
て
行
っ
た
飲
食

事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
を
勘
案
し
、
現
在
、

入
居
条
件
に
係
る
募
集
要
項
の
詳
細
を
検
討
し
て
お

り
、
２
月
を
目
途
に
事
業
者
を
決
定
で
き
る
よ
う
、

公
募
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。　

(

魅
力
創
造
部
長)

　
公
園
な
ど
の
名
称
に
使
わ
れ
て
い
る「
ち
び
っ
こ
」

の
表
現
は
ル
ッ
キ
ズ
ム
差
別
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。「
宮
っ
こ
」や
公
募
に
よ
る
名
称
に
変
更
し
て
は
。

　
「
ち
び
っ
こ
」
は
、
幼
い
子
ど
も
を
親
し
み
を
込

め
て
呼
ぶ
場
合
な
ど
に
用
い
る
表
現
と
認
識
し
て
お

り
、
主
な
利
用
対
象
の
子
ど
も
を
よ
り
分
か
り
や
す

く
示
し
、
長
年
親
し
ま
れ
て
い
る
名
称
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
名
称
を
継
続
し
つ
つ
、
価
値
観
の
変
化
な

ど
に
も
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。　

(

子
ど
も
部
長)

郷
間
　
康
久

（
市
民
連
合
）

質問時間
60分

　
障
が
い
者
の
親
な
き
後
の
支
援
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を

展
開
し
て
い
く
の
か
。

　
８
年
４
月
を
目
途
に
、県
内
初
と
な
る「
親
な
き
後

相
談
窓
口
」を
障
が
い
福
祉
課
に
設
置
し
、各
家
庭
の

希
望
な
ど
に
応
じ
て
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
成

年
後
見
制
度
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
親
な
き
後
に
向
け

た
相
談
・
支
援
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
。 （
市
長
）

　
地
域
の
期
待
が
大
き
い
北
西
部
地
域
体
育
施
設
は
、

９
年
度
中
の
完
成
に
向
け
着
実
に
事
業
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
北
西
部
地
域
の
児
童
や
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

か
ら
の
意
見
を
実
施
設
計
に
反
映
し
、
７
年
度
内
を

目
途
に
、
施
設
の
特
徴
や
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

を
説
明
す
る
機
会
を
設
け
、
そ
の
後
速
や
か
に
造
成

工
事
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。　　

 

（
市
長
）

内
藤
　
良
弘

（
自
民
党
）

質問時間
40分

　
高
齢
者
外
出
支
援
事
業
の
福
祉
ポ
イ
ン
ト
を
タ
ク

シ
ー
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
。

　
タ
ク
シ
ー
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
拡
充
を
図
る
こ

と
と
し
た
。実
施
手
法
に
つ
い
て
は
、他
市
の
事
例
な

ど
幅
広
く
情
報
収
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

今
後
は
、
７
年
度
中
に
実
施
手
法
な
ど
を
決
定
し
、

導
入
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
。 　
　
（
市
長
）

　
様
々
な
困
難
を
抱
え
た
若
者
の
自
立
支
援
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
、今
後
ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　
青
少
年
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
総
合
的
な

相
談
支
援
を
行
っ
て
お
り
、６
年
度
か
ら
、市
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
協
力
で
仕
事
体
験
の
機
会
を
設
け

た
ほ
か
、２
月
に
は
新
た
に
会
社
見
学
を
実
施
す
る
。

今
後
は
、協
力
事
業
者
の
拡
充
や
、就
労
に
つ
な
が
る

資
格
取
得
の
支
援
も
含
め
、
若
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。　　
　

 

（
市
長
）

　
高
齢
者
の
見
守
り
を
含
め
た
移
動
販
売
の
本
格
導

入
に
当
た
り
、
高
齢
者
の
見
守
り
機
能
を
ど
の
程
度

組
み
込
ん
で
い
く
の
か
、具
体
的
な
考
え
を
聞
く
。

　
見
守
り
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
高
齢
者
な
ど

の
安
否
確
認
や
相
談
な
ど
を
市
へ
つ
な
ぐ
こ
と
に
加

え
、
緊
急
時
に
警
察
や
消
防
へ
の
通
報
を
迅
速
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
見
守
り
に
関
す
る
具
体
的

な
手
順
書
な
ど
を
整
備
し
た
。　 

（
保
健
福
祉
部
長
）

　
八
幡
山
公
園
通
り
周
辺
エ
リ
ア
の
魅
力
づ
く
り
や

回
遊
性
向
上
に
向
け
、
八
幡
山
公
園
通
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
８
年
１
月
を
目
途
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
を
一

層
高
め
る
た
め
、
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

設
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
は
、エ
リ
ア

周
辺
の
将
来
像
や
具
体
策
を
描
く「
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
そ
の
具
現
化
に
向
け
て
多
様
な
主
体
が

連
携
し
、実
践
的
な
活
動
を
進
め
て
い
く
。　
（
市
長
）

小
倉
　
久
美

（
公
明
党
）

質問時間
40分

ファイル名「005P.pdf」

ここがききたい!　一般質問 一般質問の内容に関するお問い合わせ先　議会事務局政策調査課　　028-632-2611

※1 ルッキズム ： 外見のみを重視して、人を判断したり、容貌や容姿を理由に差別的な扱いをしたりすること
※2 エリアプラットフォーム ： 近隣事業者や自治会、まちづくり団体、行政などが集まり、まちの将来像を議論し、描き、その実現に向けた取り組
　　　　　　　　　　　　みについて協議・調整を行うための場

※
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岡
本
　
源
二
郎

（
自
民
党
）

質問時間
60分

佐
藤
　
孝
明

（
市
民
連
合
）

質問時間
40分

　
災
害
発
生
に
備
え
た
官
民
連
携
や
Ｄ
Ｘ
化
の
進
捗

状
況
と
、
行
政
・
災
害
協
定
企
業
・
市
民
の
連
携
が

速
や
か
に
行
え
る
か
を
確
認
で
き
る
宿
泊
型
避
難
訓

練
に
対
す
る
見
解
を
聞
く
。

　
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
民
間
企
業
等

と
、平
時
か
ら
訓
練
や
意
見
交
換
を
行
い
、さ
ら
に
自

主
防
災
会
と
防
災
協
力
事
業
所
の
連
携
を
促
進
す
る

な
ど
、緊
密
な
官
民
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　
防
災
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
登
録
制
防
災
情
報
メ
ー

ル
や
避
難
所
開
設
状
況
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
防
災
シ

ス
テ
ム
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
宿
泊
型
避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
自
主
防
災
会
の

連
絡
会
議
に
お
い
て
、
取
り
組
み
事
例
の
ひ
と
つ
と

し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
、地
域
の
意
向

や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
域
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。　　
　
　
　
　

 

（
市
長
）

　
市
の
公
園
に
も
植
栽
さ
れ
て
い
る
夾
竹
桃
は
、
美

し
い
見
た
目
と
裏
腹
に
極
め
て
強
い
毒
性
を
持
っ
て

い
る
。危
険
表
示
や
市
民
へ
の
周
知
・
注
意
喚
起
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
夾
竹
桃
の
危
険
性
を
市
民
に
周
知
す
る
た
め
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
有
毒
植
物
ペ
ー
ジ
に
新
た
に
掲
載

し
、誤
食
な
ど
に
関
す
る
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
く
。

（
都
市
整
備
部
長
）

　
認
知
症
の
方
の
視
界
の
見
え
方
と
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
の
普
及
を
促
進
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
認
知

症
の
見
え
方
を
疑
似
体
験
で
き
る
Ａ
Ｒ
体
験
ゴ
ー
グ

ル
を
取
り
入
れ
て
は
。

　
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
さ
ら
な
る
普
及
に
取
り
組
む

中
で
、Ａ
Ｒ
な
ど
の
先
進
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
市
長
）

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
受
診
率
向
上
の
た
め
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
検
査
に
関
す
る
情
報
を
よ
り
一
層
発

信
し
て
い
く
こ
と
で
、
多
く
の
若
い
女
性
へ
の
啓
発

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ

ベ
ー
ス『
学
ん
で
Ｍ
ｉｙ
ａ
』」に
お
い
て
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
や
検
査
な
ど
に
関
す
る
周
知
啓
発
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
新
た
に「
宮
っ
こ
子
育
て
ア
プ
リ
」

に
よ
る
受
診
勧
奨
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
受
診
率
向
上
に
努
め
て
い
く
。　　
　

 

（
市
長
）

　
手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て
、手
話
に
支
え
ら
れ
、困

難
を
乗
り
越
え
て
き
た
多
く
の
聴
覚
障
が
い
者
が
条

例
の
制
定
を
望
ん
で
い
る
が
、市
の
考
え
は
。

　
他
市
の
条
例
制
定
後
の
効
果
や
施
策
の
実
施
状
況

な
ど
を
調
査
す
る
ほ
か
、
聴
覚
障
が
い
者
団
体
な
ど

か
ら
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

（
保
健
福
祉
部
長
）

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
保
護
者
が
迷
わ
ず

相
談
窓
口
に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
、
周
知
・
啓
発
に

つ
い
て
到
達
度
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
強
化
・
改
善
し
て
い
く
の
か
。

　
６
年
度
の
調
査
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
育
て
に
く

さ
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
の
中
で
「
相
談
窓
口
な
ど

を
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
約
８
割
と

把
握
し
て
い
る
。
今
後
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
積
極
的
に
活

用
し
た
情
報
発
信
や
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
発
達
に

不
安
を
抱
き
や
す
い
時
期
を
捉
え
、
丁
寧
な
案
内
や

説
明
を
行
う
な
ど
、
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
相
談
窓

口
の
さ
ら
な
る
周
知
強
化
に
努
め
て
い
く
。（
市
長
）

　
子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
、
駐
車
場
の
確
保
が

容
易
で
、
広
大
な
自
然
環
境
を
活
か
せ
る
郊
外
立
地

の
需
要
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
全
天
候
型
子
ど
も
の
活
動
の
場
の
拡
充
に

当
た
り
、街
中
型
だ
け
で
な
く
、郊
外
型
施
設
の
整
備

も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
屋
内
の
遊
び
場
の
利
用
者
の
交
通
手
段
は
自
家
用

車
が
９
割
以
上
で
あ
り
、
郊
外
に
も
遊
び
場
が
欲
し

い
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
郊
外

立
地
の
需
要
は
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
新
た
な
全
天
候
型
の
遊
び
場
に
つ
い
て
は
、自
家
用

車
で
の
ア
ク
セ
ス
性
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、郊
外
の

整
備
を
含
め
、検
討
を
進
め
て
い
く
。（
子
ど
も
部
長
）

岩
井
　
潤
子

（
公
明
党
）

質問時間
40分

小
室
　
か
な
子

（
共
産
党
）

（
維
新
）

質問時間
30分
代表質問

佐
藤
　
恭
子

質問時間
30分
代表質問

ファイル名「006P.pdf」

ここがききたい!　一般質問各議員記事の二次元コードから一般質問動画をご覧になれます

※1 ユマニチュード ： フランス語の造語で「人間らしさを取り戻す」という意味を持つ、認知症ケアの技法
※2 AR（拡張現実） ： 現実世界にデジタル情報を重ねて表示し、現実を拡張する技術のこと
※3 H P V 検 査 ： 子宮頸がんの原因となるHPV（ヒトパピローマウイルス）に感染した細胞の有無を調べる検査
※4 ヘルスケアinfoベース｢学んでMiya｣ ： 市保健センター内にある、高校生などの若い世代向け健康情報発信及び学習スペース

※

3

※

4

※

１

※

2
き
ょ
う
ち
く
と
う
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Q

Q

A

AQ

Q

A QA

AQA

QQ AA

石
川
　
京
樹

（
維
新
）

質問時間
40分

今
野
　
哲
也

（
自
民
党
）

質問時間
60分

保
坂
　
栄
次

（
未
来
）

質問時間
20分

原
　
ち
づ
る

（
共
産
党
）

質問時間
40分

ファイル名「007P.pdf」

ここがききたい!　一般質問 一般質問の内容に関するお問い合わせ先　議会事務局政策調査課　　028-632-2611

※1 クラウドファンディング型ふるさと納税 ： ふるさと納税の仕組みを活用し、自治体が課題解決や地域活性化などを目指して実施する取り組みに対して寄附を募る制度
※2 ミーティングポイント型デマンド方式 ： ルートを固定せず、予約に応じて、停留所間を最短経路で結ぶ方式
※3 モビリティハブ ： ライトラインやバス、地域内交通などを便利に乗り継げるよう、休憩スペースなどを備えた施設

※

2

　
義
務
教
育
に
お
い
て
今
行
わ
れ
て
い
る
性
教
育
は

十
分
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
「
性
と
い
の
ち
の
健

康
教
育
」や「
性
教
育
サ
ポ
ー
ト
事
業
」の
実
施
な
ど

性
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し
て
い

る
。市
の
義
務
教
育
に
お
け
る
性
教
育
は
、成
長
の
過

程
で
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
適
切
に
意
思
決
定

す
る
能
力
や
行
動
を
選
択
す
る
力
の
育
成
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。　　
　
　

 
（
教
育
長
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
方
な
ど
に
届
く
資
格

確
認
書
の
周
知
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
に
取
り

組
み
、新
た
な
も
の
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、
市
独
自
に
作
成
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
周
知
し
て
き
た
。

今
後
も
、
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
な

ど
様
々
な
媒
体
を
活
用
し
て
、引
き
続
き
、広
く
市
民

に
周
知
し
て
い
く
。　　
　
　
　

 

（
保
健
福
祉
部
長
）

　
大
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
伴
う
総
合
運
動

公
園
周
辺
の
混
雑
状
況
な
ど
を
ど
う
把
握
し
、
渋

滞
・
安
全
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。

　
周
辺
の
道
路
混
雑
や
駐
車
場
が
円
滑
に
利
用
で
き

て
い
な
い
状
況
を
、
県
な
ど
と
情
報
共
有
に
よ
り
把

握
し
て
い
る
。
ま
た
、
再
整
備
時
の
交
通
計
画
に
基

づ
き
、
市
は
「
競
馬
場
通
り
」
な
ど
の
交
差
点
改
良

や
歩
道
整
備
を
実
施
し
た
。　
　

   

（
建
設
部
長
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
一
層
の
活
用
な
ど
、
新
た
な
財

源
確
保
策
に
つ
い
て
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
新
た
に
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
開
始
す
る
な
ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
取

り
組
み
強
化
に
よ
り
、
７
年
度
寄
附
総
額
は
過
去
最

高
の
10
億
円
台
を
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
「
個
人

版
ふ
る
さ
と
納
税
」
返
礼
品
の
さ
ら
な
る
拡
充
や
「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
企
業
へ
働
き
か
け
る
な
ど
、

取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
。　

(

市
長)

　
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、
現
在
、
国
で
検
討
し
て

い
る
給
食
費
の
月
額
補
助
の
上
限
額
で
賄
い
き
れ
な

い
部
分
は
、
ど
の
よ
う
に
手
当
し
て
い
く
の
か
。

　
現
在
、
国
が
具
体
的
な
制
度
設
計
を
進
め
て
い
る

と
認
識
し
て
お
り
、
上
限
を
超
過
す
る
費
用
の
負
担

は
、
今
後
、
明
ら
か
に
な
る
制
度
設
計
や
賃
金
・
物

価
な
ど
の
社
会
経
済
の
動
向
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
検
討
し
て
い
く
。　　

 

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

　
地
域
の
高
齢
化
に
抗
す
る
地
域
内
交
通
の
役
割
を
、

地
域
と
考
え
て
ほ
し
い
が
、
地
域
内
交
通
の
利
便
性

向
上
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
示
す
の
か
。

　
新
た
に
「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
型
デ
マ
ン
ド

方
式
」
を
導
入
す
る
な
ど
、
地
域
実
情
に
合
わ
せ
た

運
行
手
法
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
引
き
続
き
、

全
て
の
導
入
地
区
に
お
い
て
、
地
域
運
営
組
織
と
意

見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
、
地
域
特
性
な
ど
に
応
じ
た

最
適
な
運
行
手
法
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。　

 (

市
長)

　
バ
ス
停
の
上
屋
、
ベ
ン
チ
、
駐
輪
場
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
積
極
的
に
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
主
要
な
幹
線
バ
ス
と
地
域
内
交
通
の
乗
り
継
ぎ
ポ

イ
ン
ト
14
か
所
に
既
存
施
設
を
活
用
し
、
上
屋
な
ど

を
有
す
る
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
ほ
か
、
７
年

度
は
交
通
結
節
点
２
か
所
に
モ
ビ
リ
テ
ィ
ハ
ブ
を
設

置
し
た
。
駐
輪
場
は
６
年
度
末
ま
で
に
40
か
所
整
備

し
、
７
年
度
に
２
か
所
整
備
予
定
で
あ
る
。
今
後
も

バ
ス
事
業
者
な
ど
と
協
力
し
、
公
共
交
通
の
利
用
環

境
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。 　

 (

総
合
政
策
部
長)

　
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
西
側
延
伸
に
つ
い
て
、①
東
武
宇

都
宮
駅
周
辺
、②
桜
通
り
十
文
字
周
辺
に
お
け
る
、

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
整
備
の
計
画
や
見
通
し
は
。

　
①
東
武
馬
車
道
通
り
に
お
け
る
雨
に
濡
れ
な
い
機

能
の
確
保
や
滞
在
空
間
の
創
出
な
ど
を
検
討
中
。

　
②
開
業
時
の
バ
ス
運
行
ル
ー
ト
を
想
定
し
、
交
通
事

業
者
な
ど
と
協
議
し
整
備
内
容
を
具
体
化
し
て
い
る
。

(

建
設
部
長)

※

1

※

3
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QQ AAQA

QQ AA

QAQA

小
林
　
紀
夫

（
自
民
党
）

質問時間
60分

若
林
　
芽
育

（
自
民
党
）

質問時間
60分

出
井
　
昌
子

（
緑
）

質問時間
20分

河
田
　
敦
史

（
参
政
党
）

質問時間
20分

ファイル名「008P.pdf」

ここがききたい!　一般質問各議員記事の二次元コードから一般質問動画をご覧になれます

※１ ゼロカーボントランスポート ： 家庭用太陽光などにより発電された地域由来の再生可能エネルギーで走行すること
※２ リカレント教育 ： 学校教育からいったん離れたあとも、それぞれのタイミングで学び直し、仕事で求められる能力を磨き続けていくこと

※

1※

2

　
都
市
計
画
税
の
復
元
は
実
質
増
税
と
捉
え
る
が
、

今
戻
す
理
由
は
。既
存
事
業
等
の
見
直
し
を
徹
底
、税

率
の
段
階
的
復
元
や
減
免
制
度
を
検
討
し
た
か
。

　
復
元
の
理
由
は
、地
価
や
市
税
負
担
率
、事
業
費
の

増
加
を
踏
ま
え
、
将
来
世
代
へ
負
担
を
先
送
り
し
な

い
た
め
。既
存
事
業
の
見
直
し
は
、毎
年
度
取
り
組
ん

で
い
る
。ま
た
、段
階
的
復
元
等
は
考
え
て
い
な
い
。

（
理
財
部
長
）

　
中
心
市
街
地
の
ご
み
対
策
に
つ
い
て
、
夜
間
巡
回

指
導
員
の
増
員
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
事
業
者
や
利
用

者
の
規
則
遵
守
と
美
化
活
動
の
徹
底
、
最
新
技
術
の

活
用
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
が
、今
後
の
進
め
方
は
。

　
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
防
止
強
化
に
向
け
、
指

導
員
に
よ
る
夜
間
巡
回
の
実
施
期
間
や
回
数
を
見
直

す
検
討
を
進
め
て
い
る
。オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
事
業
は
、

さ
ら
な
る
対
策
を
事
業
者
な
ど
と
意
見
交
換
を
行
い

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、ス
マ
ー
ト
ゴ
ミ
箱
な

ど
の
最
新
技
術
の
活
用
は
、
国
の
補
助
制
度
や
他
自

治
体
の
事
例
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い
な
が
ら
、
効

果
的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。　　

 

（
市
長
）

　
本
で
つ
な
が
る「
ま
ち
の
交
流
拠
点
」の
創
出
に
つ

い
て
、中
心
市
街
地
活
性
化
や
憩
い
の
場
の
創
出
、交

流
人
口
の
増
加
な
ど
に
向
け
、
空
き
店
舗
な
ど
を
活

用
し
た
多
機
能
書
店
の
設
置
や
書
店
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
支
援
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
６
年
度
に
立
地
適
正
化
計
画
を
改
定
し
、
書
店
を

含
め
た
、
専
門
店
の
整
備
に
対
す
る
助
成
制
度
を
新

た
に
設
け
た
。ま
た
、空
き
店
舗
へ
新
規
出
店
す
る
事

業
者
に
対
す
る
「
中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
促

進
補
助
金
」や
、空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す

る「
空
き
家
再
生
支
援
事
業
補
助
金
」な
ど
も
設
け
て

い
る
が
、
書
店
に
関
し
て
は
十
分
な
活
用
に
は
至
っ

て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、ま
ず
は
、書
店
の
運
営
に

関
わ
る
事
業
者
な
ど
へ
の
さ
ら
な
る
周
知
や
意
見
交

換
を
進
め
て
い
く
。　　
　
　
　
　
　

 　
　
（
市
長
）

　
市
政
全
般
で
新
た
な
発
想
、
今
ま
で
に
考
え
も
し

な
か
っ
た
発
想
を
政
策
形
成
に
反
映
し
て
は
ど
う
か
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
分
野
で
先
駆
的
で
独

自
性
の
あ
る
政
策
を
実
現
し
て
き
た
。具
体
的
に
は
、

「
Ｎ
Ｃ
Ｃ
」を
全
国
に
先
駆
け
て
打
ち
出
し
、「
ラ
イ
ト

ラ
イ
ン
」を「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
」と

し
て
全
国
初
の
全
線
新
設
で
実
現
す
る
な
ど
し
た
。

今
後
も
新
し
い
発
想
を
様
々
な
政
策
に
取
り
入
れ
、

未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。　 

（
市
長
）

　
帝
京
大
学
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
地
域
企
業
と
学

生
が
共
に
学
べ
る
唯
一
の
事
業
で
あ
る
。さ
ら
に
連

携
を
強
化
し
、企
業
力
を
高
め
る
取
組
を
進
め
て
は
。

　
事
業
開
始
当
初
か
ら
事
業
実
施
委
員
と
し
て
参
画

し
、
参
加
企
業
の
募
集
や
事
業
周
知
に
協
力
す
る
な

ど
、
帝
京
大
学
や
参
加
企
業
等
と
連
携
を
図
っ
て
い

る
。今
後
は
、さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
な
が
ら
、市
内

企
業
に
対
す
る
事
業
成
果
の
波
及
・
拡
大
に
取
り
組

み
、企
業
力
の
向
上
を
支
援
し
て
い
く
。　　
（
市
長
）

　
各
種
伝
統
行
事
の
開
催
が
減
少
し
て
い
る
中
、
獅

子
舞
や
神
楽
な
ど
の
地
域
の
伝
統
文
化
は
維
持
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
指
定
文
化
財
な
ど
の
保
存
団
体
に
後
継
者
育
成
経

費
の
補
助
を
行
う
ほ
か
、「
宮
っ
子
伝
統
文
化
体
験
教

室
」な
ど
で
、
伝
統
文
化
に
親
し
む
機
会
の
創
出
や

意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。今
後
も
宇
都
宮
伝
統

文
化
連
絡
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
、
伝
統
文
化
の
保

存
・
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 （
魅
力
創
造
部
長
）

　
在
留
外
国
人
が
多
い
地
区
と
少
な
い
地
区
の
人
口

及
び
在
留
外
国
人
数
・
割
合
は
。（
各
上
位
３
地
区
）

　
多
い
地
区
１
位
は
、
簗
瀬
地
区
で
人
口
１
万
２
千

263
人
、
外
国
人
市
民
数
１
千
232
人
、
割
合
10
・
05
％

（
２
位
清
原
、
３
位
今
泉
）。少
な
い
地
区
１
位
は
、

篠
井
地
区
で
人
口
２
千
292
人
、外
国
人
市
民
数
19
人
、

割
合
０
・
83
％（
２
位
陽
光
、３
位
明
保
）。

（
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長
）



学校で
初開催！

＜放送スケジュール＞＜放送スケジュール＞

とちぎテレビで放送

議会の取り組み
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　市議会では、開かれた議会のさらなる推進のため、6年度から「高校生との意見交換」を実施しています。
今年度は、議員が学校に出向く、出前型の形式で初めて開催しました。
　当日は、「各常任委員会の政策討論テーマ」や「市民に開かれた議会に関するテーマ」のうち、下記の2つ
のテーマについて、４つのグループに分かれて意見交換を実施し、栃木県立宇都宮南高等学校2学年２４名
の生徒の皆さんに御参加いただきました。また、市議会からは、正副議長及び意見交換のテーマを所管す
る委員会から選出された議員合計８名が参加し、生徒たちと様々な議論を行いました。

・ このようなイベントが増えれば良いと思った。　・ 他のテーマでも話したい。
・ とても良い機会になったし、学ぶことも多かったので、是非来年も開催してほしい。　
・ これまで、あまり政治や議会に興味がなかったが、今回の体験で関心が高まった。など　

高校生と議員との意見交換 を実施しました

厚生常任委員会 独り暮らしの高齢者が孤立しないためにはどうしたらいい？
広報広聴委員会 若い世代に議会や市政に関心を持ってもらうためにはどうしたらいい？

議長挨拶
議会の仕組み説明

グループごとに発表・議長講評 全員で記念撮影

テーマごとに分かれて意見交換・まとめ

参加した生徒の声

井上咲楽のサクサク ！ うつのみや市議会
　市議会では、議会の活動を分かりやすく周知するため、とちぎテレビで番組を
制作しています。
　２月の放送では、井上咲楽さんが「アーバンスポーツのまちづくり」について
調査します！ぜひご覧ください。

2月17日（火）午後  7時30分～
2月21日（土）午前10時30分～
2月23日（月）午前  7時～

↑前回の
　放送はこちら～前回の放送（宇都宮のおいしい水）より～
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常任委員会の主な審査

厚生常任委員会 付託案件　31件
介護報酬および障害福祉サービス等報酬の臨時改定にむけて国への意見書提出を求める
陳情（陳情第５３号）

審査で出た意見

　７年度に給与改定（ベースアップ）を実施した介護・障害福祉の事業者は一部にとどまり、このままでは事業所の運営もでき
なくなってしまう。ついては、７年度補正予算で介護報酬・障害福祉サービス等報酬を臨時改定し、事業所が７年度のベース
アップ原資を確保できるよう措置することなど、3項目について陳情する。

・ 介護および障がい福祉サービスに従事する労働者の人権保障並びに事業所での人材確保に当たっては報酬の臨時改定が
必要であると考えることから、この陳情は採択したい。
・ 各施設は報酬の基本分を人件費などに充てることにより工夫しながら運営しており、人件費相当分を明らかにし、人件費
以外へ流用できないよう使途制限を設けると、運営の工夫の余地を損ねてしまうことから、この陳情は不採択としたい。

不採択

環境経済常任委員会 付託案件　16件
オリオンスクエアでの行政情報の放映手法についての陳情（陳情第４６号）
　普段、オリオンスクエアでイベントがない時に、大型映像装置で市の業務の周知やごみのポイ捨ての注意喚起などを行って
いるが、この情報提供の方法は、効果的であるか疑問であるため、大型映像装置の代わりに転倒防止の台などを付け、周りをカ
ラーコーンとコーンバーで囲んだディスプレイ２台をオリオン通りに面したところに設置し、１台は行政情報の周知、もう１台は
ごみのポイ捨てなどの注意喚起を行うようにしてほしい。

　相生駐車場の利用者数の減少及び施設の老朽化を踏まえ、当該施設を廃止するもの

建設常任委員会 付託案件　19件
軌道整備事業の実施（議案第１７４号）可決

宇都宮市営駐車場条例の一部改正（議案第１２３号）可決

　「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づき、6年6月に策定した「芳賀・宇都宮地域公共交通計画」に定めた
軌道運送高度化事業として、軌道整備事業を実施するもの

審査で出た意見
・ オリオンスクエアの大型映像装置については、イベント開催時における効果的な演出装置としてオリオン市民広場の魅力
向上や中心市街地の賑わいの創出に寄与するものであり、情報提供はあくまで二次的な機能で放映そのものを目的として設
置されているものではないと考える。また、オリオン通り側への新たなディスプレイ装置設置については、通行者の安全管理
の観点から困難であると考えることから、この陳情は不採択としたい。

審査で出た意見
・ ＬＲＴの駅西側延伸に係る計画について、費用対効果の根拠が不十分であり、路線バスとＬＲＴを繋ぐ結節点となるターミナル
の具体的な計画や費用がいまだに示されていないなどから、この議案には反対である。

審査で出た意見
・ ＬＲＴ導入により車線が減少することで移動に時間がかなりかかることも考慮し、これらを含めて費用便益を試算するべき
である。計画を申請する現段階において、もう一度、路線バスとＬＲＴを比較し、本当に速達性が確保されるか再調査すべきで
あることなどから、この陳情は採択したい。
・ ＬＲＴの導入による費用便益は、負の便益も含めた中での総所要時間の比較により算出している。また、路線バスとの比較・
検討も、国、県、市、有識者等による委員会で輸送力、定時制、環境負荷等を評価した上でＬＲＴが最適と判断されているなど、
陳情事項のような調査・検討は既に実施されていることから、この陳情は不採択としたい。

　軌道運送高度化実施計画の費用便益比は、乗り換えのロスタイム等をどのように便益比に反映させて試算したのか分か
らない。ついては、LRTの導入により発生するマイナスデータの数字を費用便益比の試算に取り入れることなど、４項目に
ついて陳情する。

不採択

次世代型路面電車（LRT）西側延伸の「軌道運送高度化実施計画」申請のこの時期、費用対効果（費用
便益比）の再調査と現在の路線バスとLRTの利便性の比較調査、及びドライバー不足対応等の自動
運転バスの実証実験の早期実施を求める陳情（陳情第５１号） 不採択

常任委員会の主な審査
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総務常任委員会 付託案件　9件
「外国人による日本の土地購入を規制する法律」の制定を求める意見書提出に関する陳情
（陳情第４８号）

宇都宮市個人番号の利用等に関する条例の一部改正（議案第１１７号）

審査で出た意見

　現在の日本は、外国人が無条件で土地取引できる国であるが、外国人が日本の土地を購入することには、固定資産税の徴収
が難しくなる可能性や安全保障上のリスクなどがあることから、「外国人による日本の土地購入を規制する法律」の制定を国に
求める意見書を提出するよう陳情する。

　現在、公務員の任用において、国籍条項撤廃の動きが広がっているが、外国籍の人が公務員になることは、安全保障上の
理由から非常に危険であることから、「全ての公務員の任用に国籍条項を定める法律」の制定を国に求める意見書を提出す
るよう陳情する。

・ 固定資産税の徴収が難しくなることなどの懸念事項が示されているが、実態は明確に分かっていないと認識しており、日本人・
外国人という属性で、規制を設けることは適切ではないと考えることから、この陳情は不採択としたい。

審査で出た意見
・ 市の現行制度では、公権力の行使や意思形成に関わる職には、既に国籍条項が適用されており、安全保障上、必要な範囲は
確保されている。専門性を生かした人材活用は、行政運営にとって重要であり、一律に国籍条項を拡大することは現状では
合理性が認められないことから、この陳情は不採択としたい。

審査で出た意見
・ マイナンバーカードのシステムは、個人情報が流出する懸念を払拭できない状況にいまだにあり、利用を広げていくことに
反対であることから、この議案には反対である。

　地方公共団体情報システムの標準化に伴い、住登外者宛名番号に関する事務について、個人番号を利用する事務への追加な
どをするもの

採択

可決

可決

　７年度に給与改定（ベースアップ）を実施した事業所も、こども家庭庁が想定している額には及ばず、その要因は、人件費分
として引き上げられた公定価格に使途制限がないことにある。ついては、公定価格の基本分に含まれる人件費相当分（非常勤
単価分を含む）を明確化し、人件費以外へ流用できないよう使途制限を設けることなど、２項目について陳情する。

子ども教育常任委員会 付託案件　11件
宇都宮市保育所条例の一部改正（議案第１２２号）

保育等の公定価格の見直しにむけて国への意見書提出を求める陳情（陳情第５４号）

審査で出た意見

不採択

「全ての公務員の任用に国籍条項を定める法律」の制定を求める意見書提出に関する
陳情（陳情第４９号）

不採択

　東浦保育園を民間に移管することに伴い、公立の同保育園を廃止するもの

可決７年度一般会計補正予算（第４号）（議案第１７９号）
　国の物価高対策として、子育て世帯を支援する観点から、１８歳以下の子どもがいる児童手当支給対象世帯などに対し、子ども
一人当たり２万円を支給するもの

・ 保育園は、民間委託ではなく、公立の保育園が一定程度あることが非常に重要であり、この議案には反対である。

審査で出た意見
・ 保育人材の賃金水準は全産業平均と比べても低く、格差を是正すべき。公定価格における人件費部分の明確化や引き上げ
分の適切な反映は、制度の透明性の向上と現場負担の軽減につながるため、採択としたい。
・ 公定価格により運営費が算定されており、使途制限をかけると各園の運営工夫の余地を損ねる。また、公定価格は、人事院
勧告を受けて適切に単価改定が行われていると考えるため、不採択としたい。ただし、保育従事者の適正な給与の引き上げに
よる処遇改善と地域経済の底上げを実現するため、保育などの公定価格の次期改定を待たず、物価上昇に応じた財政支援を
するよう要望する意見書を提出したい。
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今回の表紙写真 ～議会広報紙表紙作品提出セレモニーを開催！～

【長谷川さんからのコメント】

▲セレモニーでの記念撮影 ▲長谷川さんへ感謝を述べる議長

議会のニュース

◎「あなたと市議会」203号の印刷費1,705,000円（消費税含む）　　　◎次回の発行は、4月下旬の予定です。

あなたと市議会203号の内容に関するお問い合わせ　　028-632-2611　議会事務局政策調査課

3月定例会の日程（予定）

4日（水）
5日（木）

2月 
3月 
25日（水）

6日（金）
9日（月）
11日（水）
12日（木）
13日（金）
24日（火）

月 日 内 容 時 刻
本 会 議 開 会

一 般 質 問

各 常 任 委 員 会

午前10時

〃

〃

〃

本 会 議 閉 会

※上記日程は変更になる可能性がありますので、
　ご来場の際は、事前にお問い合わせください。
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▲ご意見は
　こちらから

　今後の紙面づくりの参考にするため、
ご意見やご感想を募集しております。
　右記の二次元コードから
お気軽にお寄せください ！

皆様からのご意見、感想をお寄せください

スマートフォンやタブレットでも広報紙を見ることができます！

トチギ
イーブックス

　若い世代へ議会への関心を高めるとともに、市民に身近な開かれた議会をより一層推進するため、市
内の学生に議会広報紙の表紙作品を制作していただきました。完成に当たり、制作者の長谷川苺奈さん
（宇都宮アート＆スポーツ専門学校２年）から議長に作品を提出いただき、議会から長谷川さんへ感謝
の意を表するセレモニーを実施しました。

はせがわ   はるな

　冬のJR宇都宮駅でのイルミネーション
の風景をイメージして制作しました。
　冬の夜空と線路に積もった雪の雰囲気
を特に頑張って描きました。
　このイラストを見て市
議会に関心を持ってもら
えると嬉しいです。


